
表 3 人口規模別都市の犯罪動向
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第21@] SSOR は，関西の大温泉地南紀白浜において，

B 月 20日から23 日までの 4 日間にわたって行なわれた.

(日程は表 1 に示す)セミナ一室は畳敷の大部屋であり，

あぐらをかL、たり足を投げ出したり，あるいは寝ころん

だりして，くつろいだ状態で講演や発表を聞くことがで

き， SSORならではの雰囲気の中で行なわれた.

今回の大きな特色は， I特別講義」が新しく設けられ

たことであり，福島雅夫先生(京都大)が「非線形計画

のアルゴリズムについて J，小和国正先生(名工大)が

「エントロピーをめぐってj と題してそれぞれ 2 日間に

わたって講義してくださった.ふだん，他大学の先生の

講義を聞く機会はほとんどないので，今回大変興味深く

聞かせていただいた.

講演では，西田俊夫先生(大阪大)が IOR雑談J，増

都大)が「鎖山繁先生(京パッキング問題についてJ ，

勝田敏之先生(九州大)が「非線形フィルターの理論の
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基礎についてJ それぞれ講演してくださった.

一般発表では，各大学の学生たちの研究成果の発表が

多く，最近の「卒論J I修論J I博論J の傾向がうかがえ

た.多少残念で、あったのは，企業からの参加者や発表者

が少なし応用発表があまりなかったことである.

SSOR と言えば，講演や研究発表を聞くといったアカ

デミックなことだけでなく，その他の活動を通して，互

いに交流を深める場でもある.そういった意味で・は，今

回の開催地南紀白浜は最適であった.まず，宿のセミナ

ーハウスは，天然温泉の大浴場があり，湯につかりなが

らの会話もさかんに行なわれたようである.その他，テ

ニスコートがあり，すぐ近くに海水浴場があり，名所も

何箇所かあり，発表会そっちのけで親睦を深める(遊び

回る?)者もいたようである.

一方夜の部では，皆それぞれ酒を飲む，麻雀をする，

歓楽街へ出かける，あるいは砂浜で花火を打ち上げると

いったように，昼間以上に活動的であった.なかで、も酒

飲み場で大スクリーンのピデオ装置付きのカラオケがあ

り，マイクを取り合うように美声を張り合っていた.

今回の SSOR の開催地は，周辺に魅力的なところが

多く，昼間の発表会場ではかなり

9:00 閑散とすることもあったが，その

l 分お互いに交流や親睦を深め合う
ことができたようである.最後に

この場をかりで，今回の SSORを

開催してくださった大阪大学の皆

様に感謝いたします. (東京工業大

学工学部経営工学科水野異治)

山
り

円
U

i
 

--
ハh
u

1986 年 12 月号 (13) 727 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




